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先週のマーケット動向（5 月 27 日～5 月 31 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,366.0  1,386.7  1,355.5  1,384.5  +15.0 

JPY/KRW 8.7117  8.8382  8.6525  8.8224  +0.102 

KOSPI 2,697.16  2,730.12  2,635.44  2,636.52  ▲51.08 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇。週初ドル/ウォンは

1,366.0ウォンでオープン。米休日の為、全体的に取引に

乏しくも、前週末に米期待インフレ率が予想比低下したこ

となどを受けてややドル売り地合いで推移した。28日も月

末に向けた輸出勢によるフローが上値を押さえ推移。29日

には前日米債入札の不調を受けて米金利が上昇した影響を

受けドル買いが強まり、1,360ウォン台を回復。週末にか

けては、米金利の上昇や韓国株式市場からの外国人投資家

らによる資金流出が観測され、ウォン安が進行。結局、前

週末比+15.0ウォンの1,384.5ウォンでクローズした。 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンはやや上値重い推移を予想。FOMCを

控え米当局者による発言が控えられる為、月初に予定され

る米経済指標動向に注目が集まろう。米指標結果が市場予

想を上回る場合には、米利下げ開始時期の後ずれ観測から

ドル買いに一段の圧力が加わる可能性も。また、韓国株式

市場における外国人投資家動向にも注目したい。月末にか

けて外国人投資家による売りが目立ちドル/ウォンは上昇

した。一連の調整が落ち着くとこれらウォン売りフローは

一服し、ウォン売りは限定的となろう。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1360 ～ 1390 8.66  ～ 8.96  155.0  ～ 158.0  

 

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

 

今後の予定 

 

3日(月) 米 5月 製造業PMI 確報値
欧 5月 製造業PMI 確報値
米 5月 ISM製造業景況指数 

4日(火) 米 4月 耐久財受注 確報値
米 4月 製造業受注 
韓 5月 CPI 

5日(水) 米 5月 サービス業PMI 確報値
欧 5月 サービス業PMI 確報値
米 5月 ISM非製造業景況指数 
中 5月 総合PMI 
中 5月 サービス業PMI 
米 5月 ADP雇用統計 
韓 1Q GDP 速報値

6日(木) 米 6月 失業保険新規申請者数 
欧  ECB 政策金利発表 

7日(金) 欧 1Q GDP 確報値
米 5月 非農業部門雇用者数 
米 5月 失業率 
中 5月 貿易収支 


